


















Issues of Utilizing the Personal Support Theories 
in the Community based Social Work Practice
Noriko Kido　・　Nobuko Kohata
Abstract: This article  reports on some challenges of  the applicability about personal support 
theories of social work  in  the community based practice. We  investigated 131 case  reports  that 











論モデル・アプローチを活用する際の課題について探ることを目的とする。2006 ～ 2010 年
度の専門職大学院の授業で受講生がまとめた 131 事例を取り上げる。事例の考察に用いられ




























































































































































ニケーション理論 30、課題中心アプローチ 29、自我心理学 26、危機介入アプローチ 7、心理






13 事例にそのような特徴が見受けられた。同様に役割理論の 36 事例中 12 事例、コミュニケー


















































































































































































































































































ⅴ 福山和女・荻野ひろみ「第 6 章ソーシャルワークの実践モデル」p116-117.（岩間・白澤・
福山編著　前掲）
ⅵ ターナー　前掲
ⅶ 川村隆彦『ソーシャルワーカーの力量を高める理論・アプローチ』（2011 年、中央法規）
ⅷ 福山・荻野　前掲 p115-173. 
― 106 ―
ⅸ 年度によってカリキュラムの変更や受講生数の変動があり（2010 年度は社会福祉学研究科
との合同授業）、受講生の実践状況や関心などにより取り上げるソーシャルワーク理論アプ
ローチを変えている。注ⅲに提示したようなすべてのアプローチを取り上げられていない点、
事例集に社会福祉学研究科受講生の事例が含まれている点については、研究の限界である。
ⅹ 福山和女『３次元の立体把握』（1997 年、FK研究グループ）
xi 木戸　前掲　岡村重夫『地域福祉論』（1976 年）の予防的社会福祉の考え方をもとに整理した。
